
都市計画道路を考える
小金井市民の会

11
月
17
日
・
18
日
，
国
分
寺
の
東
京
経

済
大
学
で
道
路
住
民
運
動
全
国
連
絡
会
第

44
回
全
国
交
流
集
会
が
、
36
団
体
１
２
８

人
の
が
参
加
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
バ
ス
で
外
環
道
と
国
分
寺

の
都
市
計
画
道
路
の
現
地
見
学
。
午
後
か

ら
は
、
外
環
道
や
小
平
・
品
川
・
赤
羽
な

ど
都
内
各
地
の
住
民
団
体
か
ら
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

外
環
ネ
ッ
ト
か
ら
野
川
に
気
泡
が
噴
出

し
て
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
赤
羽

西
で
は
、
お
寺
の
住
職
さ
ん
が
住
民
の
会

の
代
表
に
な
り
、
こ
の
日
も
法
衣
姿
で
報

告
。
小
平
は
、
控
訴
審
で
国
と
都
が
住
民

の
主
張
に
全
く
反
論
し
な
い
の
で
、
裁
判

長
が
国
と
都
に
住
民
側
の
主
張
の
項
目
を

あ
げ
て
、
次
回
ま
で
に
回
答
す
る
よ
う
に

求
め
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

２
日
目
の
記
念
講
演
で
、
東
経
大
名
誉

教
授
の
磯
野
弥
生
さ
ん
が
、
「
参
加
」
の

問
題
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
し
て

い
る
と
前
置
き
し
て
、
「
道
路
整
備
事
業

と
住
民
参
加
を
考
え
る
」
と
題
し
て
講
演
。

「
辺
野
古
問
題
は
、
住
民
無
視
対
応
の
デ

パ
ー
ト
」
「
原
発
問
題
は
口
で
は
参
加
」

な
ど
、
日
本
が
形
だ
け
の
「
参
加
」
「
対

話
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
イ
ギ
リ

ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
法
と
対
比
し
な
が

ら
、
日
本
の
「
行
政
の
裁
量
権
」
を
批
判
、

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
に
は
、
国
民

の
多
く
が
参
加
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
運

動
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し

ま
し
た
。

次
い
で
、
長
年
住
民
運
動
に
携
わ
っ
て

き
た
名
古
屋
の
大
川
浩
正
さ
ん
と
東
京
の

標
博
重
さ
ん
の
て
い
談
。
標
さ
ん
は
１
９

７
３
年
田
無
の
道
路
計
画
か
ら
運
動
に
携

わ
り
、
国
分
寺
、
小
平
、
圏
央
道
な
ど
の

裁
判
で
原
告
と
し
て
も
、
全
国
の
住
民
運

動
に
お
い
て
も
続
け
て
き
た
の
は
、
「
正

義
感
で
す
ね
！
」
と
。
大
川
さ
ん
は
フ
ェ

ラ
ー
リ
を
飛
ば
す
車
人
間
だ
っ
た
こ
と
、

道
路
予
定
地
が
安
か
っ
た
の
で
た
診
療
所

を
こ
こ
に
開
設
、
周
囲
か
ら
「
原
告
に
」

に
呼
び
か
け
に
、
最
初
は
「
拒
否
」
。
そ

の
後
住
民
運
動
の
先
頭
に
た
っ
た
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
報
告
し
ま
し
た
。

標
さ
ん
、
最
後
に
「
道
路
建
設
を
ス

ト
ッ
プ
し
た
事
例
を
２
つ
紹
介
」
と
、
杉

並
の
早
稲
田
通
り
か
ら
青
梅
街
道
へ
の
計

画
道
路
と
高
円
寺
の
純
情
商
店
街
の
真
ん

中
を
通
る
16
ｍ
道
路
。
こ
れ
ら
は
、
地
権

者
と
沿
道
住
民
が
ま
と
ま
っ
て
運
動
し
た

こ
と
や
、
商
店
街
と
消
費
者
が
一
緒
に
運

動
し
て
、
区
議
会
へ
の
陳
情
で
採
択
、
区

長
も
反
対
を
表
明
し
、
東
京
都
に
議
会
と

行
政
が
道
路
は
い
ら
な
い
と
申
入
れ
、
計

画
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

午
後
は
４
つ
に
わ
か
れ
て
分
科
会
。

あ
る
分
科
会
で
は
、
広
島
２
号
線
の
高

裁
判
決
で
、
居
住
者
だ
け
で
な
く
、
勤
務

者
に
も
損
害
賠
償
を
認
め
た
こ
と
を
紹
介
。

ま
た
、
旧
都
市
計
画
法
第
３
条
の
主
務
大

臣
の
決
定
と
内
閣
の
認
と
い
う
手
続
き
が

取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
の
裁
判
で
は
ど

う
か
と
の
質
問
に
足
立
弁
護
士
か
ら
、
手

続
き
面
だ
け
で
な
く
、
被
害
や
影
響
な
ど

幅
広
く
主
張
し
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
な

ど
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。
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は
け
の
自
然
と
文
化
を
ま
も
る
会
が

企
画
し
た
「
地
形
を
知
っ
て
考
え
る

私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
第
１
回

講
座
が
11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。司

会
の
は
け
文
の
安
田
代
表
か
ら
、

講
師
の
芳
賀
さ
ん
と
東
経
大
１
２
０

周
年
記
念
事
業
の
講
座
で
一
緒
に
講

演
さ
れ
た
と
き
に
お
願
い
し
た
こ
と

で
実
現
し
た
こ
と
、
小
金
井
の
２
本

の
都
市
計
画
道
路
が
国
分
寺
崖
線
を

分
断
し
て
自
然
を
壊
す
こ
と
な
ど
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
東
京
経
済
大
学
客
員
教
授

の
芳
賀
啓
（
ひ
ら
く
）
さ
ん
は
、

「
崖
博
士
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
・
東

京
の
古
地
図
の
調
査
研
究
な
ど
を
す

す
め
、
「
タ
モ
リ
倶
楽
部
」
を
始
め

多
数
の
番
組
に
出
演
、
資
料
・
書
籍

を
出
版
し
て
い
る
と
自
己
紹
介
し
た

後
に
、
滄
浪
泉
園
（
そ
う
ろ
う
せ
ん

え
ん
）
わ
き
の
新
小
金
井
街
道
の

「
貫
井
ト
ン
ネ
ル
」
周
辺
の
写
真
で
、

国
分
寺
崖
線
の
一
角
を
示
し
た
後
、

「
ハ
ケ
＝
ガ
ケ
」
で
は
な
い
と
話
し

始
め
た
。

「
崖
線
」
と
い
う
言
葉
が
辞
書
に

登
場
し
た
の
は
２
０
０
９
年
の
岩
波

国
語
辞
典
第
7
版
。

「
国
分
寺
崖
線
」
を
説
明
し
て
い

るw
i
k
i
pe
d
ia

は
間
違
い
で
あ
る
こ

と
や
、
「
国
分
寺
崖
線
」
と
命
名
さ

れ
た
の
が
１
９
５
２
年
で
、
大
岡
昇

平
の
「
武
蔵
野
夫
人
」
は
そ
の
２
年

前
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
。
命
名

者
は
、
福
田
理
、
羽
鳥
謙
三
氏

（
『
自
然
科
学
と
博
物
館
』
第
19
巻

N
o
.

9-

10
）
だ
が
、
な
ぜ
、
「
国
分

寺
」
な
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
た
理

由
は
な
く
、
国
分
寺
駅
に
近
い
と
い

う
こ
と
や
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

的
な
あ
り
よ
う
が
大
き
か
っ
た
と
い

う
。そ

し
て
、
「
国
分
寺
崖
線
は
地
形

学
上
の
本
質
は
段
丘
で
あ
る
」
と
し
、

多
摩
川
の
北
に
位
置
す
る
「
武
蔵
野

台
地
」
が
８
万
年
前
に
海
面
が
段
丘

面
の
一
部
が
低
下
し
、
さ
ら
に
４
万

年
前
に
一
部
が
低
下
し
て
、
形
成
さ

れ
た
の
が
「
国
分
寺
崖
線
」
と
説
明

さ
れ
た
。

そ
し
て
、
東
京
の
自
然
災
害
リ
ス

ク
糸
数
は
世
界
の
大
都
市
で
最
高
で

あ
り
、
東
京
の
一
極
集
中
は
メ
リ
ッ

ト
で
は
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
う

よ
り
、
「
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
」
。
東
京

の
緑
地
計
画
は
失
敗
し
て
お
り
、
今

残
っ
て
い
る
緑
地
を
残
す
こ
と
が
重

要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
講
師
の
説
明
に
基
づ
き
、

１
９
３
９
年
の
小
金
井
の
地
図
が
全

員
に
配
布
さ
れ
、
こ
の
地
図
に
、
野

川
、
等
高
線
の
70
ｍ
、
65
ｍ
、
50
ｍ
、

国
分
寺
崖
線
、
２
本
の
都
市
計
画
道

路
や
田
ん
ぼ
を
色
鉛
筆
で
描
い
て
、

地
形
を
実
感
す
る
作
業
を
参
加
者
全

員
で
行
い
ま
し
た
。

（
一
部
は
配
布
さ
れ
た
資
料
「
江

戸
東
京
水
際
遡
行

『
崖
線
』
考

そ
の
１
、
そ
の
２

芳
賀
啓
」
を
参

考
に
し
ま
し
た
）

次
回
の
講
座
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

「はけの自然と文化をまもる会」企画

「地形を知って考える わたしたちのまちづくり」

12月16日（日）14時-16時 微地形が育むゆたかな大地

講師 東京農工大名誉教授 千賀裕太郎さん

1月26日（土）14時-16時 はけの保全活動と地域防災

講師 はけの自然を大切にする会 田中兄一さん

主催：小金井市公民館 企画：はけの自然と文化をまもる会

会場：公民館貫井北分館

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

「
崖
博
士
に
聞
く
！
国
分
寺
崖
線
の
成
り
立
ち
」

＜前回の世話人会以降の活動経過＞
11月8日 第33回世話人会
11月10日「第32回野川わき水まつり」

ハケと野川の自然をどう守るか
11月13日 3･4･11号線住民の会世話人会
11月17日・18日 道路住民運動全国連絡会第

44回全国交流集会
11月22日 世田谷放射23号線訴訟 419号法
廷11月11月25日 講座：地形を知って考える

私たちのまちづくり 国分寺崖線の
成り立ち

12月５日11時半 外環道青梅街道IC訴訟522
号法廷

12月12日 品川29号訴訟103号法廷
12月13日 第34回世話人会

＜今後の日程＞
2019年
1月10日 第35回世話人会

★講演会
「地形を知って考える私たちのまちづくり」
（企画：はけ文）右記に記載
＜これからの他地域の裁判等の日程＞
12月17日15時 十条73号線訴訟103号法廷
12月26日15時 大山26号線訴訟103号法廷
＜2019年＞
1月15日14時 東京外環道訴訟103号法廷
1月21日15時 赤羽８６号線訴訟103号法廷
1月22日14時半小平3･2･8号線控訴審825法廷
1月30日14時 志茂８６号線訴訟103号法廷

小
金
井
市
民
の
歌

11
月
に
小
金
井
市
民
の
歌
が
発
表

さ
れ
た
。
作
詞
は
作
家
・
国
文
学
者
で

小
金
井
市
民
の
林
望
さ
ん

こ
の
詩
の
３
番
は
、

黄
金
の
水
は
清
ら
か
に
湧
き

野
川
の
水
は
燦
め
い
て
ゆ
き

は
け
の
道
ほ
と
り
た
ど
れ
ば

過
ぎ
て
ゆ
く
時
代
の
は
る
け
さ

市
民
の
歌
に
採
用
さ
れ
た
「
野
川

と
は
け
」
。
都
市
計
画
道
路
で
「
野
川

と
は
け
の
自
然
」
を
壊
す
な
ん
て
あ

り
え
ま
せ
ん
。



放
射
23
号
線(

世
田
谷
・松
原)

裁
判

11
月
22
日
、
16
回
目
の
口
頭
弁
論
。
冒
頭
、
裁
判
長
（清
水

知
恵
子
氏
）か
ら
、
原
告
か
ら
出
さ
れ
た
準
備
書
面
（
意
見
書
）

に
つ
い
て
、
国
と
都
に「
検
討
さ
れ
ま
す
か
」と
質
問
。
国
が「
検

討
す
る
」と
の
答
弁
で
、
次
回
ま
で
に
検
討
結
果
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

原
告
代
理
人
の
弁
護
士
か
ら
は
、
今
回
学
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
14
ペ
ー
ジ
の
意
見
書
を
も
と
に
３
点
に
わ
た
っ
て
弁
論
。

①
内
閣
の
古
い
認
可
な
ど
の
か
な
り
古
い
文
献
を
調
べ
て
、

「
重
大
な
瑕
疵
は
治
癒
さ
れ
な
い
」（
注
１
）と
い
う
こ
と
を
は
っ

き
り
記
載
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

②
「
林
試
の
森
事
件
」を
参
照
し
て
、
道
路
計
画
地
に
和
田
堀

給
水
所
が
あ
る
の
で
、
あ
ん
な
に
買
収
し
な
く
て
も
済
む
こ
と
。

③
現
在
の
都
市
計
画
法
に
は
、
５
年
ご
と
に
都
市
計
画
の
基

礎
調
査
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
（
注
＊
２
）と
あ
る
が
、
東
京

都
は
こ
れ
を
し
て
い
な
い
。
や
っ
て
い
る
な
ら
、
基
礎
調
査
を
す
べ

て
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
都
は
２
週
間
で
出

す
と
言
っ
た
が
、
出
て
こ
な
け
れ
ば
、「
違
法
」と
な
る
。
基
礎
調

査
は
交
通
量
だ
け
や
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。

（注
１
）国
は
、
他
の
道
路
裁
判
で
、
旧
都
市
計
画
法
で「
主
務

大
臣
の
決
定
と
内
閣
の
認
可
が
必
要
」と
あ
る
が
、
決
定
も
認

可
も
得
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
後
、
道
路
拡
幅
な
ど
で
、
変
更
が

決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
律
上
の
瑕
疵
は「
治
癒
さ
れ
た
」と

主
張
し
、
裁
判
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
も
の
。

（注
２
）第
六
条

都
道
府
県
は
、
都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
、
お

お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
都
市
計
画
に
関
す
る
基
礎
調
査
と
し
て
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
人
口
規
模
、
産
業

分
類
別
の
就
業
人
口
の
規
模
、
市
街
地
の
面
積
、
土
地
利
用
、

交
通
量
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
現

況
及
び
将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

白
金
台
で
町
会
あ
げ
て
反
対
運
動
始
ま
る

23
号
線
裁
判
の
傍
聴
に
来
て
い
た
方
か
ら
、
報
告
集
会
で
白

金
台
か
ら
品
川
駅
わ
き
を
ま
た
い
で
25
ｍ
～
30
ｍ
の
道
路
が
事

業
認
可
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
な
か
、
町
会
長
が
代
表
に
な
っ

て
町
会
あ
げ
て
反
対
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
。

白
金
台
の
古
い
町
並
み
や
多
数
の
樹
木
を
伐
採
、
公
園
を
つ
ぶ

す
と
い
う
計
画
。

マ
ス
コ
ミ
が「
待
機
児
童
の
た
め
の
保
育
園
建
設
に
反
対
し
て
い

る
」と
報
道
し
た
白
金
台
３
丁
目
の
公
園
は
、
都
が
２
億
７
千
万

円
を
か
け
て
つ
く
っ
て
、
道
路
開
通
予
定
の
４
年
後
に
は
壊
す
と

い
う
も
の
。
公
園
を
道
路
の
た
め
に
壊
す
と
い
う
の
は
住
民
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
保
育
園
を
つ
く
る
と

言
え
ば
、
住
民
了
解
を
得
ら
れ
る
の
で
は
と
い
う
手
法
で
は
な

い
か
と
指
摘
。
都
の
や
り
方
は
汚
い
ね
と
発
言
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、
閑
静
な
住
宅
街
に
道
路
計
画
。

裁
判
の
傍
聴
か
ら

外
環
道
青
梅
街
道
Ｉ
Ｃ
裁
判

12
月
５
日
、
東
京
地
裁
５
２
２
号
法
廷
で
、
外
環
道

青
梅
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
訴
訟
の
第
19
回
口
頭
弁
論
が

行
わ
れ
た
。

原
告
側
弁
護
士
か
ら
、
国
の
求
釈
明
に
対
し
て
、
①

施
行
期
間
、
②
野
川
の
気
泡
、
③
地
盤
沈
下
の
３
点
に

わ
た
っ
て
準
備
書
面
に
つ
い
て
弁
論
し
ま
し
た
。

第
一
、
施
工
方
法
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
工
事
が
で

き
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
工
期
を
決
め
て

お
り
、
こ
れ
を
国
が
認
可
し
た
の
は
違
法
で
あ
る
こ
と
。

第
二
、
国
は
、
野
川
に
噴
出
し
た
気
泡
は
「
ご
く
一

部
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

気
泡
噴
出
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
国
の
説
明
と
示
さ
れ
た
図

面
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
噴
出
し
た
か
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
ど
こ
に
酸
欠
気
泡
が
で
て
く
る
か
わ
か
ら

な
い
危
険
極
ま
り
な
い
工
事
だ
。
「
拡
散
す
る
か
ら
問

題
な
い
」
な
ど
と
ん
で
も
な
い
。

第
三
、
地
盤
沈
下
が
お
き
な
い
根
拠
と
し
て
国
は
、

１
０
０
０
本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
や
っ
た
と
い
う
が
、
ど

こ
を
調
査
し
た
か
い
っ
さ
い
記
載
が
な
い
。
「
陸
水

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
解
析
し
た
と
い
う
が
、
そ
の

公
式
が
書
い
て
い
る
だ
け
で
、
数
値
が
全
く
書
い
て
い

な
い
。
そ
れ
で
「
影
響
が
な
い
」
と
言
わ
れ
て
も
検
証
し

よ
う
が
な
い
。
１
０
０
０
本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
ど
こ

で
や
っ
た
か
デ
ー
タ
を
出
し
な
さ
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会

公
共
事
業
チ
ェ
ッ
ク
議
員
の
会
の
初
鹿
議
員
が
質
問

外
環
青
梅
Ｉ
Ｃ
の
裁
判
終
了
後
の
報
告
集
会
で
、
同
日

午
前
中
に
お
こ
な
わ
れ
た
国
会
の
質
問
を
傍
聴
し
た
方
か

ら
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
に
公
共
事
業
チ
ェ
ッ
ク
議
員
の
会
の
議
員
が
大
泉

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
現
地
を
見
学
し
、
石
神
井
・
元
関
で

住
民
の
集
会
に
も
参
加
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
立
憲

民
主
党
の
初
鹿
議
員
が
質
問
し
た
。
外
環
青
梅
街
道
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
片
側
だ
け
の
イ
ン
タ
ー
で
、
金
が
か

か
る
が
効
果
に
見
合
わ
な
い
こ
と
、
車
が
減
っ
て
い
る
な

か
で
、
必
要
性
は
意
味
が
な
い
こ
と
、
十
分
な
検
討
を
し

な
い
ま
ま
で
の
事
業
認
可
は
お
か
し
い
と
国
に
答
弁
を
求

め
た
。
そ
の
う
え
で
、
道
路
建
設
は
必
要
性
が
な
く
、
や

め
る
べ
き
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

都市計画道路 環状４号線



道路住民運動全国連絡会 第44 回全国交流集会

集 会 ア ピ ー ル

道路住民運動全国連絡会 第44 回全国交流集会は、東
京都国分寺市の東京経済大学で開催され、３６団体、１
２８ 人が参加した。

東京では、大深度法が初めて本格適用された巨大な外
環道工事により、地表が異常事態となっている。地下４
０ｍの工事現場で使用された気泡が、致死レベルの酸素
欠乏ガスとなって地上の川面に噴出。更に地下水も地上
に噴出した。しかし住民への説明会開催がないまま、工
事が続行されている。

地上部に影響を与えないことを大前提に成立した大深
度法であるが、脆くもその大前提が崩れ去っている。こ
のことは、東京外環道訴訟の大きな争点となるとともに、
リニア新幹線事業、大阪淀川左岸延伸部など、大深度法
が適用される事業に警鐘を鳴らすものでもある。

都市計画道路では、東京都が見直しの姿勢を見せるこ
となく、半世紀以上前の計画実現を地元住民の意向を無
視して強行しており、また、災害対応を口実に特定整備
路線を強引に進めている。いずれも、自然環境やまち壊
しである。当然、各地で反対運動が巻き起こり、都内で
12 の道路裁判が争われている。

計画段階の事業評価及び事業再評価などの制度は、全
く機能していない。

このように、全国の道路計画・道路事業は「人間が主
人公のまちづくり」とはほど遠い状況にある。人口減少、
高齢化社会を迎え、不要・不急の道路政策は見直されな
ければならず、真の住民参加の実現が求められる。

年間５兆円が必要である老朽化したインフラの補修維
持費は、１８年度当初予算で５４４０億円と、必要額の
１割にとどまっている。また、東日本大震災からの復興、
とりわけ福島原発事故の被災者への支援打ち切り、暴力
的な辺野古基地建設など、民意を無視した政策が続いて
いる。一方、5 兆円を超えた防衛費は。次々に高額兵器
を米国の言い値で買い上げることにより、後年度負担を
含め、既にGDP1％という枠を超えるとの指摘がある。財
政を破綻に導くアベノミクスと併せ、早急に是正が必要
な状況である。

２０１９年は統一地方選挙、そして参議院議員選挙の
年である。改憲を見据える安倍政権の暴走を止めるとと
もに、不要・不急の道路建設を止め、弱者に目を向けた、
だれもが住みやすいまちづくり、国造りを実現していか
なければならない。

私たちはこの問題に、自公政権に異議を唱えて立ち上
がっている多くの市民運動との連携を強めながら、全力
を挙げて取り組んでいくことをここに宣言する。

2018年11月18日

道路住民運動全国連絡会第44 回全国交流集会

参加者一同

12
月
10
日
、
野
川
ほ
た
る
村
の
主
催
で
、
第

32
回

野
川
わ
き
水
ま
つ
り
の
「
ハ
ケ
と
野
川

と
自
然
を
ど
う
守
る
か

そ
の
２
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
元
東
京
理
科
大
学
教
授
の
増
保
安

彦
さ
ん
が
、
「
ハ
ケ
の
森
と
野
川
の
自
然

そ

の
多
様
性
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
野
川

水
系
の
中
で
、
武
蔵
野
公
園
だ
け
は
、
野
川
、

草
原
、
ハ
ケ
の
森
の
３
つ
の
自
然
環
境
が
連
続

し
た
生
態
系
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
ほ
ど
豊
か

な
生
態
系
は
野
川
流
域
に
は
な
い
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

自
然
再
生
事
業
や
野
川
ほ
た
る
村
の
調
査
で
、

表
の
と
お
り
多
く
の
生
き
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
と
貴
重
な
生
物
を
写
真
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
・
４

・
１
１
号
線
の
建
設

は
、
棲
息
域
の
分
断
、

日
陰
化
、
騒
音
、
排

気
ガ
ス
、
夜
間
照
明

に
よ
り
、
貴
重
な
生

物
の
生
存
条
件
が
著

し
く
損
な
わ
れ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。
豊

か
な
自
然
環
境
と
貴

重
な
生
物
を
写
真
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
川
島
共
同

代
表
が
市
民
の
会
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

第
32
回

野
川
わ
き
水
ま
つ
り

「
ハ
ケ
と
野
川
と
自
然
を
ど
う
守
る
か
」講
演

東
京
都
建
設
局
が
小
金
井
３
・

４
・
１
１
号
線
周
辺
の
交
通
量
調
査

を
入
札
し
、
株
式
会
社
ケ
ー
・

テ
ィ
ー
・
エ
ス
が
５
３
０
万
円
で
落

札
し
て
い
た
が
、
11
月
27
日
と
12
月

２
日
に
調
査
が
行
わ
れ
た
。

東
大
通
り
の
南
端
の
Ｔ
字
路
、
東

大
通
り
と
五
日
市
街
道
の
Ｔ
字
路
、

五
日
市
街
道
と
小
金
井
街
道
の
交
差

点
、
連
雀
通
り
と
小
金
井
街
道
の
交

差
点
（
前
原
坂
上
）
、
小
金
井
街
道

と
東
八
道
路
の
交
差
点
、
東
八
道
路

と
天
文
台
道
路
の
交
差
点
（
井
口
）
、

連
雀
通
り
と
天
文
台
通
り
の
交
差
点

等
14
か
所
の
交
通
量
を
調
査
し
た
も

の
で
す
。

「
道
路
計
画
を
見
直
さ
な
い
」
と

言
い
な
が
ら
の
交
通
量
調
査
、
税
金

の
無
駄
遣
い
以
外
の
な
に
も
の
で
も

な
い
の
で
は
。

東
京
都
が
３
・４
・１
１
号
線
周
辺
の
交
通
量
調
査

前原坂上交差点での交通量調査
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